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【総合報告】

日本結晶学会の昭和58年 度年 会において,第1回 の西川正 治記念講 演 会

が催 され ました.そ の講演記 録を本号の総 合報 告 として講演会 創設 の説 明と

ともにここに掲載 します.

西川正治記念講演会創設の経緯

名古屋大学 ・工学部 加 藤 範 夫

それでは,西 川正治先生の記念講演会を始めたいと思います.今 回,江 橋先生に御出いた

だきまして,第 一回の講演をお願いすることとな りました.先 生には本当にお忙 しい所,お

こしいただきましてどうもあ りがとうございました.実 は,プ ログラムにあ りますように,

私は,前 座 としまして,講 演会創設のいきさつを説明申し上げまして,ご 講演者のご紹介は

森本会長が行 うことになっておったのでございますが,会 長がご病気になられましたので,

誠にふつつかですけれどもご紹介のほ うも,代 行させていただきます.

西川先生は一 口に申し上げますとわが国における回折結晶学の生みの親 と申し上げるべき

方でございますが,事 実,本 学会の初代会長になっていただいた方でございます.そ れです

か ら我々の年配のものに とりますと,今 更西川先生のご紹介とい う必要はないような気 もし

たのでございますが,考 えてみますと若い世代の方にとっては,あ るいはご存 じない,ま た

は,伝 説的な御方になっているのではないかと思いますので,一 寸,西 川先生のご業績 とい

うようなことについても述べさせていただきます.

ご承知のように,回 折結晶学 とい うのは1912年 にラウエの結晶回折の発見とい うこ とに

端を発しているわけであります.よ くわか りませんけれどもその情報が日本に伝わったのは

おそらくその年の十月ごろではないか とい うふ うに思われます.む しろ,随 筆 とかエ ッセイ

で有名な寺田寅彦先生がいち早 くこの問題に取 り組まれまして,今 日でいいます イ ン シテ

ユーの,つ まり,そ の場観察で,ラ ウエ写真の観察とい うことをおや りになったと聞いてお

ります.西 川先生は,当 時二十代の後半の,ま だ若い大学院をでたての頃で,原 子核方面の

研究をしておられたのですが,寺 田先生のおすすめで,大 学のときの同期生になる方で,の

ちに筑波大学の前 々身 というべき東京文理科大学の教授にな られた小野墨之助 とい う方 と共

同で,色 々な物質のラウエ写真をとるとい うお仕事を始め られたわけであ ります.そ れか ら

もう一つ,今 日でいうデバイ ・シェラー写真をとってお られます.ま た,そ れ らの像を見事

に解釈するとい うこともされております.こ れ等のことはラウエの発見の翌年のことであり

まして,そ の対応の速 さといいますか,見 通 しのよさは私には一寸想像もできないような感

じがするのでございます.そ の中で,水 晶のパターンと,も ちろん,こ れは結晶性ですか ら

ラウエパターンを与えるわけですが,水 晶を溶か して引き伸ば して糸にするとディフューズ

なパターンが映るとい う,同 一の物質が構造 とい う観点に立つと違 うとい うことを,世 界で

最初に見た人は実は西川先生ではないか と思 うわけであ ります.さ きに申 しましたデバイ ・

シェラー写真でもデバイ ・シェラーの論文が表れたのは1916年 で3年 後なんでございます.

ですから我 々は西川,小 野のパターンといってもいい位なんですが,そ れほど愛国的になる
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こともあ りませんから,ま あ,デ バイ ・シェラーで結構だと思いますが.こ のように世界的

にみて第1級 のお仕事を次々とや られました.

それか ら,有 名なことですけれ ども,空 間群の結晶学への応用とい うのは実は西川先生が

世界で初めておや りになったことです.先 生が後年,コ ーネル大学に留学されましたおりに,

そこの大学院学生であったワイコフに,こ の方は長 くアメリカの結晶学会を リー ドした方で

あ りまして,み なさんもワイコフの構造 を記載 した厚い本で御存じかと思いますけれ ども,

このかたに,群 の応用 とい うことを教えたわけであ ります.こ の方は,長 年西川先生のこの

ことを多 と思っておられまして,西 川先生が亡 くな られました時に,弔 電が届いた というの

を私 どもも記憶 しております.

構造解析の方はその後お弟子さんであ ります仁田勇先生,そ れから東大の鉱物教室の伊藤

貞一先生に受けつがれ ました.現 在,関 西スクールとか東大の鉱物教室のスクールの源流を

なしているということはご承知のとお りだと思います.ま た理化学研究所にも研究室を設け

ておられまして,こ ちらの方では主に結晶の完全性とい うようなことについて研究が進め ら

れておりまして,今 日,日 本が,あ る意味でこの方面の研究で主流をなしているというのも,

西川先生およびこの研究室のおかげであるとつくづく感ずるわけでございます.

あまり御業績がた くさんございますので,こ の密度で話します と,い くら時間があ りまし

てもた りません.し か し,当 時大学院学生であった菊池誠士先生をご指導になって,有 名な

菊池線,菊 池バン ドの発見に到ったとい うことは,こ れもまた有名なことでございます.こ

れは,今 日の外村さんのお話だとか電子回折,電 子顕微鏡とい うような分野で日本が世界を

リー ドしておるとい うことも,や は り西川先生や菊池誠士先生のお仕事を抜きに してはやは

り,考 えられないように思います.さ らに,東 北大学の名誉教授であります木村一治先生を

ご指導にな りまして,戦 前のお仕事ですけど,ま だ原子炉などのない時代に中性子による原

子散乱因子の測定とい うことを試みておられます.

このように,先 生は,本 当に回折結晶学の草分けというにふさわ しく,ま た,我 々を絶え

ず指導され,刺 激を与えて下さった方であ ります.私 はよくぞんじませんけれども原子核方

面のことか ら,医 学部の先生と協力しまして放射線医学の分野でも業績を上げておられます.

こうい うお仕事をされた方でありますから日本学士院会員に推され,晩 年には文化勲章も受

賞されてお ります.ま たスピネル構造の研究では学士院賞を受けてお られます.

昨年,丁 度,先 生の30年 目のご命日にあたるとい うことで,通 称X会 と呼んでいる お 弟

子さんの集まりが,西 川先生記念会をつくりその事業 として 「西川先生,人 と業績」という

本を刊行いた しました.先 ほど,総 会の時でも説明があ りましたように,お 弟子さんやいろ

いろな方のご寄付で,こ の事業が行われたわけであります.そ の剰余金120万 円と,御 本の

残部50冊 をこの結晶学会にご寄付をいただきました.そ れで,学 会 としましては西川 先 生

のこ遺徳を しのんで,有 意義にそれを使おうとい うことで西川正治基金というのを創設 しま

して,そ の事業 として本会の講演会を年会の折に開 くこととしました.

もともと結晶学会 というものの特徴は,イ ンターディスプリーナ リーであることにありま

して,本 講演会のテーマというのは,必 ず しも狭い意味での結晶学に限るというのではなく,

む しろ,一 流の学問的ご業績を上げられた方のお話をうかがうこと,そ してその方々の,何

といいますか,エ スプリみたいなものを頂戴したいとい う趣旨でございます.そ の意味か ら

申しましても,こ んにち,江 橋先生の御出をいただきましたことは,我 々に とってはあ りが

たいことだと思ってお ります.江 橋先生のご業績 もお話ししなければいけないわけですが,
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やはり,余 りにも有名な方でございますから,い まさらご紹介するまでもないか と思 うほど

です.先 生は昭和19年9月 に東大医学部をご卒業にな られまして,若 くしてと私は申 した

いところであ りますが,筋 肉の機能に果たす カルシウムイオンの働きに関 して非常に重要な

ご研究をなされました.そ れ以後も,生 理学の分子生物学的なご研究,あ るいは分子生理学

とい うべきかもしれませんが,こ の分野で世界的に指導的な役割を果た してこられた方でご

ざいます.先 生は数多 くのご業績をおもちだというよりは,む しろ,常 に学会に大きな一石

を投ず るようなお仕事をされてこられた方だというふ うに,専 門が違 うのでよくわか りませ

んけども,そ ういうふうに理解させていただいております.数 多いご業績とい うよりはむし

ろ,重 要な一石を学会に投ず るということは,実 は我々科学者にとりまして最も尊敬に値す

るご経歴だと思います.江 橋先生は,こ れ らのご業績で,日 本学士院賞を受け られ,学 士院

会員にも推挙 されております し,文 化勲章 も受けてお られます.国 内に限 りませんで,英 国

のロイヤルソサエテー ・オブ ・ロン ドン,ア メリカのナショナルアカデ ミー ・オブ ・サイエ

ンス,そ れからドイツのレオポル ド・ドイチェ・アカデ ミーとい うような数 々の権威のある

会の名誉会員とか,あ るいは国外会員とい うのに推されています.西 川先生 もそうであった

と思 うのでございますが,江 橋先生は決 して雲の上のお方ではございませんで,多 分,本 日

のご講演でもその片鱗が うかがわれるかと思 うのでございますが,絶 えず我 々地上に降 り立

ちまして,そ れで非常に愉快なお話を して くださいます.先 生はまた高エネルギー研のSO

Rに 非常にご関心をお持ちでございまして,い まは,高 エネ研の評議員をしておられますけ

ども,か つては,放 射光協議会の一員として,放 射光施設建設の時に非常にご尽力ください

ました.現 在もなお,有 形無形に,放 射光施設の発展にご努力いただいているわけであ りま

す.
一寸申 し遅れましたけれども,先 ほど申 しました西川先生の初めてのお仕事の時には,医

学部か らクーリッジ管の使い古 しをもらってきて実験をした とい うように聞いてお ります.

医学部がお金持ちで,理 学部その他が貧乏であるとい うのはどうも伝統のようでございまし

て(笑 い声),ま た何といいますか,結 晶学が医学部の恩恵を受けるというのは これ また ど

うも伝統のようでございます.本 日,江 橋先生,医 学部出身の方に御出いただ くとい うのは

どうも,そ の伝統に基づ く(笑 い声)と いうふ うにご理解いただければよろ しいかと思いま

す.ど うも長 くなりましたけれ ども,そ れでは,お 願い します.(拍 手)
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